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民衆の
声

ボイ
ス

　
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
公
明
党
が
強
く
主
張
し
て
き
た
保
育
の
質
の
向

上
に
、
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
、
林
市
長
に
質
問
し

ま
し
た
。

　
市
長
は
、
保
育
士
が
長
く
働
く
た
め
に
は
、
保
育
士
自
身
の
意
欲
と
や
り

が
い
を
向
上
さ
せ
、
適
切
な
人
材
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
勤
続
年
数
や
経

験
に
応
じ
た
給
与
と
昇
給
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
上

で
、
今
回
の
処
遇
改
善
は
、
全
て
の
保
育
所
の
職
員
が
対
象
で
、
保
育
士
が

誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
保
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が

平成25年第2回定例会の論戦から平成25年第2回定例会の論戦から平成25年第2回定例会の論戦から

保
育
士
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業

源
波 

正
保（
泉
区
選
出
）

高
齢
者
の
相
談
窓
口
の

充
実

　
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
高
齢
者
自
身
、

ま
た
高
齢
者
を
支
え
る
家
族
な
ど
の
相
談
内
容
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、「
介
護
・
医
療
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
も
い
う
べ
き
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
的
な
対
応

や
、
土
日
な
ど
の
休
日
・
夜
間
に
も
対
応
す
る
窓
口
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
、相
談
機
能
の
充
実
と
周
知
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
相
談
機
能
を
担
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
あ

た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
福
祉
・
保
健
の
関
係
機
関
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
と
の
連
携
を
深
め
、
多
様
な
相
談
を
、
専
門
的
、
継
続
的
な
支
援
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
身
近
な
相
談
窓
口

と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
情
報
を
発
信
し
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
横
浜
市
の
地
震
被
害
想
定
で
は
、
火
災
延
焼
に
よ
る
被
害
が
最
も
懸
念

斎
藤 

真
二
（
都
筑
区
選
出
）

議
案
関
連
質
疑

一
般
質
問

木
造
住
宅
密
集
市
街
地
の
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み

高
速
鉄
道
整
備
事
業
会
計
補
正
予
算

　
6
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
市
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
公
明
・
自
民
・

民
主
、
ヨ
コ
ハ
マ
会
、
無
所
属
ク
ラ
ブ
は
、
議
員
報
酬
と
期
末
手
当
を
そ

れ
ぞ
れ
10 
％
減
額
す
る
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
案
を
提
出
し
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、林
文
子
市
長
は
、国
の
要
請
に
応
じ
て
市
職
員
や
市
長
ら
の
給

与
と
期
末
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
案
を

提
出
し
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

「
議
員
報
酬
及
び
職
員
給
与
削
減
案 

可
決
・
成
立
」

「
議
員
報
酬
及
び
職
員
給
与
削
減
案 

可
決
・
成
立
」

る
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
仙
台
市
に
お
い
て
、
市
営
地
下
鉄
の
上
部
に
位

置
す
る
緊
急
輸
送
路
が
陥
没
し
た
事
例
が
あ
り
、
今
後
、
市
営
地
下
鉄
の

耐
震
補
強
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
例
え
ば
、
災
害
時
の
「
緊
急
輸
送

路
」
と
交
差
す
る
箇
所
等
を
優
先
的
に
進
め
て
い
く
な
ど
、
今
後
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
耐
震
補
強
を
進
め
て
い
く
の
か
を
交
通
局
長
に
質
問
し

ま
し
た
。

　
局
長
は
、
今
後
更
な
る
耐
震
補
強
を
実
施
し
、
そ
の
上
で
、
緊
急
輸
送
路

と
の
交
差
箇
所
等
か
ら
優
先
的
に
行
い
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
を
円
滑
に

行
え
る
よ
う
、全
体
計
画
を
構
築
し
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

さ
れ
、
地
震
防
災
戦
略
で
は
「
火
災
に
よ
る
被
害
の
軽
減
」
が
重
点
施
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
木
造
住
宅
密
集

市
街
地
の
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
庁
内
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
延
焼
危
険
度
に

応
じ
て
対
象
エ
リ
ア
を
絞
り
込
み
対
策
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
、
空

家
対
策
と
の
連
動
や
防
火
規
制
の
導
入
な
ど
新
た
な
方
策
を
検
討
し
、
よ

り
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

横
浜
市
長
選
挙

横
浜
市
長
選
挙
　

横
浜
市
長
選
挙
　

　
公
明
党
神
奈
川
県
本
部
は
、横
浜
市
長
選
挙（
8
月
11
日
告
示
、同
25
日
投

開
票
）に
出
馬
を
表
明
し
た
林
文
子
市
長
に
対
し
、推
薦
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
推
薦
の
決
定
に
際
し
て
、
公
明

党
横
浜
市
会
議
員
団
か
ら
の
提
案

や
要
望
へ
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

を
検
証
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
防
災
・
減
災
対
策
、

保
育
所
待
機
児
童
解
消
、小
中
学
校

へ
の
空
調
設
備
の
設
置
や
学
校
司

書
の
配
置
、小
児
医
療
費
助
成
の
拡

充
な
ど
、私
ど
も
の
要
望
が
実
施
あ

る
い
は
実
施
の
方
向
で
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
8
項
目
か
ら
な
る
政
策
協
定

を
結
び
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。

 

【
8
つ
の
政
策
】

①
防
災
・
減
災
対
策
の
拡
充
と
強
化

②
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実

③
医
療
と
福
祉
の
充
実

④
横
浜
経
済
の
活
性
化
・
雇
用
の
促
進

⑤
文
化
・
芸
術
・
観
光
施
策
の
推
進

⑥
都
市
基
盤
整
備
の
推
進

⑦
環
境
施
策
の
推
進

⑧
行
財
政
改
革
の
推
進

■
副
団
長

〔
泉
区
〕

源
波 

正
保

経
済
・
港
湾
委
員
会

減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会 

委
員
長

〔
中
区
〕

福
島 

直
子

こ
ど
も
青
少
年
・
教
育
委
員
会

孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り

特
別
委
員
会 

副
委
員
長

■
政
務
調
査
会
事
務
局
長

〔
港
北
区
〕

望
月 

康
弘

温
暖
化
対
策
・
環
境
創
造
・

資
源
循
環
委
員
会 

副
委
員
長

観
光
・
創
造
都
市
・
国
際
戦
略

特
別
委
員
会

〔
神
奈
川
区
〕

竹
内 

康
洋

建
築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会

孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り
特
別
委
員
会

〔
鶴
見
区
〕

尾
崎    

太

水
道
・
交
通
委
員
会

観
光
・
創
造
都
市
・
国
際
戦
略
特
別
委
員
会

〔
青
葉
区
〕

行
田 

朝
仁

健
康
福
祉
・
病
院
経
営
委
員
会

大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

市
会
運
営
委
員
会

〔
戸
塚
区
〕

中
島 

光
徳

温
暖
化
対
策
・
環
境
創
造
・
資
源
循
環
委
員
会

新
市
庁
舎
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

〔
港
南
区
〕

安
西 

英
俊

政
策
・
総
務
・
財
政
委
員
会

基
地
対
策
特
別
委
員
会

皆
さ
ま
の
、い
ち
ば
ん
近
く
で
動
く
、
働
く
。

                     

横
浜
市
会
公
明
党
で
す

皆
さ
ま
の
、い
ち
ば
ん
近
く
で
動
く
、
働
く
。

                     

横
浜
市
会
公
明
党
で
す

皆
さ
ま
の
、い
ち
ば
ん
近
く
で
動
く
、
働
く
。

                     

横
浜
市
会
公
明
党
で
す

〔
旭
区
〕

和
田 

卓
生

健
康
福
祉
・
病
院
経
営
委
員
会

新
市
庁
舎
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

〔
瀬
谷
区
〕

加
納 

重
雄

市
民
・
文
化
観
光
・
消
防
委
員
会 

委
員
長

減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

〔
磯
子
区
〕

■
団
長

加
藤 

広
人

建
築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会 

副
委
員
長

基
地
対
策
特
別
委
員
会

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員

〔
緑
区
〕

■
副
団
長

高
橋 

正
治

政
策
・
総
務
・
財
政
委
員
会 

副
委
員
長

新
市
庁
舎
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

〔
保
土
ケ
谷
区
〕

■
政
務
調
査
会
長

斉
藤 

伸
一

こ
ど
も
青
少
年
・
教
育
委
員
会

減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

市
会
運
営
委
員
会 

副
委
員
長

■
政
務
調
査
会
副
会
長

〔
都
筑
区
〕

斎
藤 

真
二

市
民
・
文
化
観
光
・
消
防
委
員
会

大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

副
委
員
長

市
会
運
営
委
員
会
理
事

新
し
い
構
成
に
よ
り
議
会
が
ス
タ
ー
ト

仁
田  

昌
寿

水
道
・
交
通
委
員
会

大
都
市
行
財
政
制
度

特
別
委
員
会

〔
南
区
〕

■
横
浜
市
会
第
54
代
副
議
長

林文子市長に推薦状を手渡す公明党市議団
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■
第
5
回 

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
〜
横
浜
で
開
催

　
第
5
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
が
横
浜
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
6
月
1
日
〜
3
日
）

　
第
4
回
会
議
（
2
0
0
8
年
）
に
続
き
横
浜
市
で
の
開

催
。個
人
の
生
命
と
尊
厳
を
守
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た

「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
訴
え
て
き
た
公
明
党
横
浜
市
議

団
。こ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ
へ
の
積
極
的
な
貢
献
と
同
会
議

の
横
浜
開
催
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
第
4
回
会
議
を
契
機
に
、
横
浜
市
は
水
道
、
港
湾
、
野
生

生
物
保
全
の
3
つ
の
分
野
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）

と
連
携
し
て
、
ア
フ
リ
カ

へ
の
技
術
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
更
な
る
ア
フ
リ

カ
諸
国
発
展
の
た
め
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。

　
胆
道
閉
鎖
症

は
、何
よ
り
も
早

期
発
見
が
大
事

で
あ
り
、発
見
の

た
め
の
手
が
か

り
は
、赤
ち
ゃ
ん

の
便
の
色
を
確

認
す
る
こ
と
で

す
。公
明
党
は
、

母
子
健
康
手
帳

へ
の
便
色
カ
ー

ド
の
掲
載
の
必

要
性
を
患
者
団
体
と
と
も
に
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ

た
結
果
、
平
成
24
年
度
よ
り
胆
道
閉
鎖
症
を
早
期
発
見
す

る
た
め
の
便
色
カ
ー
ド
を
母
子
健
康
手
帳
に
掲
載
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
、
公
明
党
横
浜
市
議
団
と
し
て
胆
道
閉
鎖
症
の
早

期
発
見
の
た
め
に
便
色
カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
さ
ら
に
啓
発

を
強
化
す
べ
き
と
要
望
し
た
結
果
、
平
成
25
年
度
版
の
母
子
健

康
手
帳
の
便
色
カ
ー
ド
の
次
ペ
ー
ジ
に
使
用
方
法
の
説
明
が
↓

↓
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
胆
道
閉
鎖
症
の
早

期
発
見
の
た
め
に
、保
護
者
に

便
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、保

護
者
の
記
録（
1
か
月
頃
と
3

〜
4
か
月
頃
）
に
「
P
19 
ペ
ー

ジ
の
カ
ー
ド
で
う
ん
ち
の
色

を
確
認
し
ま
し
た
か
」と
い
う

質
問
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
共
工
事
の
労
務
単
価
ア
ッ
プ

　
国
土
交
通
省（
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
）が
、
本
年
4

月
に
公
共
工
事
の
労
務
単
価
を
改
定
し
ま
し
た
。全
国
平

均
で
15 
％
を
超
え
、
神
奈
川
県
内
で
は
18 
％
以
上
の
上
昇

と
な
り
ま
し
た
。

　
太
田
国
交
相
は
、
復
興
の
加
速
と
防
災
・
減
災
対
策
を

重
要
政
策
に
据
え
る
中
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
建

設
業
界
に
お
い
て
職
人
が
低
賃
金
に
苦
し
ん
で
い
る
こ

と
に
着
目
し
、①
労
務
単
価
の
大
幅
ア
ッ
プ
②
建
設
業
界

へ
の
賃
上
げ
要
請
③
地
方
の
公
共
工
事
へ
の
新
単
価
適

用
等
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
横
浜
市
で
は
、
国
の
要
請
も
踏
ま
え
、
旧
単
価
で
積
算

し
た
新
年
度
契
約
を
、
新
単
価
で
契
約
変
更
で
き
る
特
例

措
置
の
実
施
や
、
横
浜
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、労
務
単
価
に
加

え
て
、材
料
単
価
も
新
単
価
で

契
約
変
更
で
き
る
こ
と
に
す

る
と
と
も
に
、工
事
だ
け
で
な

く
、道
路
や
公
園
等
の
維
持
管

理
関
係
の
委
託
も
改
定
の
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　
公
明
党
市
議
団
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
政
策
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
は
、
党
神
奈
川
県
本
部
代
表
・
上
田
勇
衆
議
院
議
員
、

佐
々
木
さ
や
か
参
議
院
議
員
も
参
加
。各
種
団
体
か
ら
の
要
望
を

受
け
る
と
と
も
に
、
施
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
土
木
・
建
設
、
医
療
や
幼
児
教
育
等
に
携
わ
る
団
体
の
皆
様
か

ら
は
、
横
浜
経
済
の
活
性
化
、
防
災
・
減
災
の
推
進
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
多
く
の

要
望
を
頂
き
ま

し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら

の
ご
意
見
、
要
望

事
項
を
検
証
し
、

来
年
度
に
向
け

取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
公
明
党
市
議

団
は
、第
5
回
ア

フ
リ
カ
会
議
開

催
中
の
6
月
2

日
、国
立
大
ホ
ー

ル
で
の
ア
フ
リ

カ
諸
国
及
び
国

際
関
係
機
関
と

の
「
ラ
ン
チ
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
」
に
出

席
。主
催
者
で
あ

る
国
際
熱
帯
木

材
機
関（
I
T
T
O
）

の
エ
マ
ヌ
エ

ル
・
ゼ
・
メ

カ

事
務
局
長
ら
と

懇
談
を
し
ま
し

た
。

　
I
T
T
O
は
、
1
9
8
6
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
（
横
浜
）

に
本
部
を
有
す
る
国
際
機
関
で
、
熱
帯
材
資
源
の
保
全
や
持
続

可
能
な
経
営
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
現
在
、
熱
帯
木

材
の
生
産
国
と
日
本
な
ど
消
費
国
の
計
64
か
国
が
加
盟
し
て

い
ま
す
。

　
公
明
党
市
議
団
は
こ
れ
ま
で
も
、「
環
境
未
来
都
市
」・「
国

際
都
市
横
浜
」
を
標
榜
し
て
い
る
横
浜
市
と
の
環
境
・
温
暖
化
・

生
物
多
様
性
・
水
源
林
の
保
全
政
策
、
環
境
教
育
に
関
し
て
、

I
T
T
O
と
の
更
な
る
連
携
強
化
を
提
案
す
る
と
共
に
、
第
5

回
ア
フ
リ
カ
会
議
で
の

I
T
T
O
の
役
割
強
化
を
訴
え
て
き

ま
し
た
。

平成 26 年度 予算編成に向け平成 26 年度 予算編成に向け
各種団体との政策懇談会を開催各種団体との政策懇談会を開催各種団体との政策懇談会を開催

エマヌエル・ゼ・メカ事務局長とレセプションにて

環境政策でITTOとの連携を推進環境政策でITTOとの連携を推進

■
胆
道
閉
鎖
症
の
早
期
発
見
に
向
け
た
、便
色
カ
ー
ド
の
活
用
の
啓
発
強
化
を
推
進
！

赤ちゃんの
    うんちの色に
        注意しましょう

赤ちゃんの
    うんちの色に
        注意しましょう

便色カードで胆道閉鎖症をチェック！
■胆道閉鎖症ってどんな病気？
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■
第
5
回 

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
〜
横
浜
で
開
催

　
第
5
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
が
横
浜
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
6
月
1
日
〜
3
日
）

　
第
4
回
会
議
（
2
0
0
8
年
）
に
続
き
横
浜
市
で
の
開

催
。個
人
の
生
命
と
尊
厳
を
守
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た

「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
訴
え
て
き
た
公
明
党
横
浜
市
議

団
。こ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ
へ
の
積
極
的
な
貢
献
と
同
会
議

の
横
浜
開
催
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
第
4
回
会
議
を
契
機
に
、
横
浜
市
は
水
道
、
港
湾
、
野
生

生
物
保
全
の
3
つ
の
分
野
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）

と
連
携
し
て
、
ア
フ
リ
カ

へ
の
技
術
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
更
な
る
ア
フ
リ

カ
諸
国
発
展
の
た
め
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。

　
胆
道
閉
鎖
症

は
、何
よ
り
も
早

期
発
見
が
大
事

で
あ
り
、発
見
の

た
め
の
手
が
か

り
は
、赤
ち
ゃ
ん

の
便
の
色
を
確

認
す
る
こ
と
で

す
。公
明
党
は
、

母
子
健
康
手
帳

へ
の
便
色
カ
ー

ド
の
掲
載
の
必

要
性
を
患
者
団
体
と
と
も
に
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ

た
結
果
、
平
成
24
年
度
よ
り
胆
道
閉
鎖
症
を
早
期
発
見
す

る
た
め
の
便
色
カ
ー
ド
を
母
子
健
康
手
帳
に
掲
載
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
、
公
明
党
横
浜
市
議
団
と
し
て
胆
道
閉
鎖
症
の
早

期
発
見
の
た
め
に
便
色
カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
さ
ら
に
啓
発

を
強
化
す
べ
き
と
要
望
し
た
結
果
、
平
成
25
年
度
版
の
母
子
健

康
手
帳
の
便
色
カ
ー
ド
の
次
ペ
ー
ジ
に
使
用
方
法
の
説
明
が
↓

↓
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
胆
道
閉
鎖
症
の
早

期
発
見
の
た
め
に
、保
護
者
に

便
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、保

護
者
の
記
録（
1
か
月
頃
と
3

〜
4
か
月
頃
）
に
「
P
19 
ペ
ー

ジ
の
カ
ー
ド
で
う
ん
ち
の
色

を
確
認
し
ま
し
た
か
」と
い
う

質
問
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
共
工
事
の
労
務
単
価
ア
ッ
プ

　
国
土
交
通
省（
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
）が
、
本
年
4

月
に
公
共
工
事
の
労
務
単
価
を
改
定
し
ま
し
た
。全
国
平

均
で
15 
％
を
超
え
、
神
奈
川
県
内
で
は
18 
％
以
上
の
上
昇

と
な
り
ま
し
た
。

　
太
田
国
交
相
は
、
復
興
の
加
速
と
防
災
・
減
災
対
策
を

重
要
政
策
に
据
え
る
中
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
建

設
業
界
に
お
い
て
職
人
が
低
賃
金
に
苦
し
ん
で
い
る
こ

と
に
着
目
し
、①
労
務
単
価
の
大
幅
ア
ッ
プ
②
建
設
業
界

へ
の
賃
上
げ
要
請
③
地
方
の
公
共
工
事
へ
の
新
単
価
適

用
等
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
横
浜
市
で
は
、
国
の
要
請
も
踏
ま
え
、
旧
単
価
で
積
算

し
た
新
年
度
契
約
を
、
新
単
価
で
契
約
変
更
で
き
る
特
例

措
置
の
実
施
や
、
横
浜
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、労
務
単
価
に
加

え
て
、材
料
単
価
も
新
単
価
で

契
約
変
更
で
き
る
こ
と
に
す

る
と
と
も
に
、工
事
だ
け
で
な

く
、道
路
や
公
園
等
の
維
持
管

理
関
係
の
委
託
も
改
定
の
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　
公
明
党
市
議
団
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
政
策
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
は
、
党
神
奈
川
県
本
部
代
表
・
上
田
勇
衆
議
院
議
員
、

佐
々
木
さ
や
か
参
議
院
議
員
も
参
加
。各
種
団
体
か
ら
の
要
望
を

受
け
る
と
と
も
に
、
施
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
土
木
・
建
設
、
医
療
や
幼
児
教
育
等
に
携
わ
る
団
体
の
皆
様
か

ら
は
、
横
浜
経
済
の
活
性
化
、
防
災
・
減
災
の
推
進
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
多
く
の

要
望
を
頂
き
ま

し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら

の
ご
意
見
、
要
望

事
項
を
検
証
し
、

来
年
度
に
向
け

取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
公
明
党
市
議

団
は
、第
5
回
ア

フ
リ
カ
会
議
開

催
中
の
6
月
2

日
、国
立
大
ホ
ー

ル
で
の
ア
フ
リ

カ
諸
国
及
び
国

際
関
係
機
関
と

の
「
ラ
ン
チ
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
」
に
出

席
。主
催
者
で
あ

る
国
際
熱
帯
木

材
機
関（
I
T
T
O
）

の
エ
マ
ヌ
エ

ル
・
ゼ
・
メ

カ

事
務
局
長
ら
と

懇
談
を
し
ま
し

た
。

　
I
T
T
O
は
、
1
9
8
6
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
（
横
浜
）

に
本
部
を
有
す
る
国
際
機
関
で
、
熱
帯
材
資
源
の
保
全
や
持
続

可
能
な
経
営
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
現
在
、
熱
帯
木

材
の
生
産
国
と
日
本
な
ど
消
費
国
の
計
64
か
国
が
加
盟
し
て

い
ま
す
。

　
公
明
党
市
議
団
は
こ
れ
ま
で
も
、「
環
境
未
来
都
市
」・「
国

際
都
市
横
浜
」
を
標
榜
し
て
い
る
横
浜
市
と
の
環
境
・
温
暖
化
・

生
物
多
様
性
・
水
源
林
の
保
全
政
策
、
環
境
教
育
に
関
し
て
、

I
T
T
O
と
の
更
な
る
連
携
強
化
を
提
案
す
る
と
共
に
、
第
5

回
ア
フ
リ
カ
会
議
で
の

I
T
T
O
の
役
割
強
化
を
訴
え
て
き

ま
し
た
。

平成 26 年度 予算編成に向け平成 26 年度 予算編成に向け
各種団体との政策懇談会を開催各種団体との政策懇談会を開催各種団体との政策懇談会を開催

エマヌエル・ゼ・メカ事務局長とレセプションにて

環境政策でITTOとの連携を推進環境政策でITTOとの連携を推進

■
胆
道
閉
鎖
症
の
早
期
発
見
に
向
け
た
、便
色
カ
ー
ド
の
活
用
の
啓
発
強
化
を
推
進
！

赤ちゃんの
    うんちの色に
        注意しましょう

赤ちゃんの
    うんちの色に
        注意しましょう

便色カードで胆道閉鎖症をチェック！
■胆道閉鎖症ってどんな病気？
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薦

林
文
子
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長
を
推
薦
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民衆の
声

ボイ
ス

　
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
公
明
党
が
強
く
主
張
し
て
き
た
保
育
の
質
の
向

上
に
、
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
、
林
市
長
に
質
問
し

ま
し
た
。

　
市
長
は
、
保
育
士
が
長
く
働
く
た
め
に
は
、
保
育
士
自
身
の
意
欲
と
や
り

が
い
を
向
上
さ
せ
、
適
切
な
人
材
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
勤
続
年
数
や
経

験
に
応
じ
た
給
与
と
昇
給
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
上

で
、
今
回
の
処
遇
改
善
は
、
全
て
の
保
育
所
の
職
員
が
対
象
で
、
保
育
士
が

誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
保
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が

平成25年第2回定例会の論戦から平成25年第2回定例会の論戦から平成25年第2回定例会の論戦から

保
育
士
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業

源
波 

正
保（
泉
区
選
出
）

高
齢
者
の
相
談
窓
口
の

充
実

　
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
高
齢
者
自
身
、

ま
た
高
齢
者
を
支
え
る
家
族
な
ど
の
相
談
内
容
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、「
介
護
・
医
療
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
も
い
う
べ
き
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
的
な
対
応

や
、
土
日
な
ど
の
休
日
・
夜
間
に
も
対
応
す
る
窓
口
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
、相
談
機
能
の
充
実
と
周
知
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
相
談
機
能
を
担
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
あ

た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
福
祉
・
保
健
の
関
係
機
関
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
と
の
連
携
を
深
め
、
多
様
な
相
談
を
、
専
門
的
、
継
続
的
な
支
援
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
身
近
な
相
談
窓
口

と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
情
報
を
発
信
し
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
横
浜
市
の
地
震
被
害
想
定
で
は
、
火
災
延
焼
に
よ
る
被
害
が
最
も
懸
念

斎
藤 

真
二
（
都
筑
区
選
出
）

議
案
関
連
質
疑

一
般
質
問

木
造
住
宅
密
集
市
街
地
の
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み

高
速
鉄
道
整
備
事
業
会
計
補
正
予
算

　
6
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
市
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
公
明
・
自
民
・

民
主
、
ヨ
コ
ハ
マ
会
、
無
所
属
ク
ラ
ブ
は
、
議
員
報
酬
と
期
末
手
当
を
そ

れ
ぞ
れ
10 
％
減
額
す
る
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
案
を
提
出
し
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、林
文
子
市
長
は
、国
の
要
請
に
応
じ
て
市
職
員
や
市
長
ら
の
給

与
と
期
末
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
案
を

提
出
し
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

「
議
員
報
酬
及
び
職
員
給
与
削
減
案 

可
決
・
成
立
」

「
議
員
報
酬
及
び
職
員
給
与
削
減
案 

可
決
・
成
立
」

る
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
仙
台
市
に
お
い
て
、
市
営
地
下
鉄
の
上
部
に
位

置
す
る
緊
急
輸
送
路
が
陥
没
し
た
事
例
が
あ
り
、
今
後
、
市
営
地
下
鉄
の

耐
震
補
強
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
例
え
ば
、
災
害
時
の
「
緊
急
輸
送

路
」
と
交
差
す
る
箇
所
等
を
優
先
的
に
進
め
て
い
く
な
ど
、
今
後
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
耐
震
補
強
を
進
め
て
い
く
の
か
を
交
通
局
長
に
質
問
し

ま
し
た
。

　
局
長
は
、
今
後
更
な
る
耐
震
補
強
を
実
施
し
、
そ
の
上
で
、
緊
急
輸
送
路

と
の
交
差
箇
所
等
か
ら
優
先
的
に
行
い
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
を
円
滑
に

行
え
る
よ
う
、全
体
計
画
を
構
築
し
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

さ
れ
、
地
震
防
災
戦
略
で
は
「
火
災
に
よ
る
被
害
の
軽
減
」
が
重
点
施
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
木
造
住
宅
密
集

市
街
地
の
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
庁
内
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
延
焼
危
険
度
に

応
じ
て
対
象
エ
リ
ア
を
絞
り
込
み
対
策
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
、
空

家
対
策
と
の
連
動
や
防
火
規
制
の
導
入
な
ど
新
た
な
方
策
を
検
討
し
、
よ

り
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

横
浜
市
長
選
挙

横
浜
市
長
選
挙
　

横
浜
市
長
選
挙
　

　
公
明
党
神
奈
川
県
本
部
は
、横
浜
市
長
選
挙（
8
月
11
日
告
示
、同
25
日
投

開
票
）に
出
馬
を
表
明
し
た
林
文
子
市
長
に
対
し
、推
薦
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
推
薦
の
決
定
に
際
し
て
、
公
明

党
横
浜
市
会
議
員
団
か
ら
の
提
案

や
要
望
へ
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

を
検
証
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
防
災
・
減
災
対
策
、

保
育
所
待
機
児
童
解
消
、小
中
学
校

へ
の
空
調
設
備
の
設
置
や
学
校
司

書
の
配
置
、小
児
医
療
費
助
成
の
拡

充
な
ど
、私
ど
も
の
要
望
が
実
施
あ

る
い
は
実
施
の
方
向
で
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
8
項
目
か
ら
な
る
政
策
協
定

を
結
び
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。

 

【
8
つ
の
政
策
】

①
防
災
・
減
災
対
策
の
拡
充
と
強
化

②
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実

③
医
療
と
福
祉
の
充
実

④
横
浜
経
済
の
活
性
化
・
雇
用
の
促
進

⑤
文
化
・
芸
術
・
観
光
施
策
の
推
進

⑥
都
市
基
盤
整
備
の
推
進

⑦
環
境
施
策
の
推
進

⑧
行
財
政
改
革
の
推
進

■
副
団
長

〔
泉
区
〕

源
波 

正
保

経
済
・
港
湾
委
員
会

減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会 

委
員
長

〔
中
区
〕

福
島 

直
子

こ
ど
も
青
少
年
・
教
育
委
員
会

孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り

特
別
委
員
会 

副
委
員
長

■
政
務
調
査
会
事
務
局
長

〔
港
北
区
〕

望
月 

康
弘

温
暖
化
対
策
・
環
境
創
造
・

資
源
循
環
委
員
会 

副
委
員
長

観
光
・
創
造
都
市
・
国
際
戦
略

特
別
委
員
会

〔
神
奈
川
区
〕

竹
内 

康
洋

建
築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会

孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り
特
別
委
員
会

〔
鶴
見
区
〕

尾
崎    

太

水
道
・
交
通
委
員
会

観
光
・
創
造
都
市
・
国
際
戦
略
特
別
委
員
会

〔
青
葉
区
〕

行
田 

朝
仁

健
康
福
祉
・
病
院
経
営
委
員
会

大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

市
会
運
営
委
員
会

〔
戸
塚
区
〕

中
島 

光
徳

温
暖
化
対
策
・
環
境
創
造
・
資
源
循
環
委
員
会

新
市
庁
舎
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

〔
港
南
区
〕

安
西 

英
俊

政
策
・
総
務
・
財
政
委
員
会

基
地
対
策
特
別
委
員
会

皆
さ
ま
の
、い
ち
ば
ん
近
く
で
動
く
、
働
く
。

                     
横
浜
市
会
公
明
党
で
す

皆
さ
ま
の
、い
ち
ば
ん
近
く
で
動
く
、
働
く
。

                     
横
浜
市
会
公
明
党
で
す

皆
さ
ま
の
、い
ち
ば
ん
近
く
で
動
く
、
働
く
。

                     
横
浜
市
会
公
明
党
で
す

〔
旭
区
〕

和
田 

卓
生

健
康
福
祉
・
病
院
経
営
委
員
会

新
市
庁
舎
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

〔
瀬
谷
区
〕

加
納 
重
雄

市
民
・
文
化
観
光
・
消
防
委
員
会 

委
員
長

減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

〔
磯
子
区
〕

■
団
長

加
藤 

広
人

建
築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会 

副
委
員
長

基
地
対
策
特
別
委
員
会

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員

〔
緑
区
〕

■
副
団
長

高
橋 

正
治

政
策
・
総
務
・
財
政
委
員
会 

副
委
員
長

新
市
庁
舎
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

〔
保
土
ケ
谷
区
〕

■
政
務
調
査
会
長

斉
藤 

伸
一

こ
ど
も
青
少
年
・
教
育
委
員
会

減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

市
会
運
営
委
員
会 

副
委
員
長

■
政
務
調
査
会
副
会
長

〔
都
筑
区
〕

斎
藤 

真
二

市
民
・
文
化
観
光
・
消
防
委
員
会

大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

副
委
員
長

市
会
運
営
委
員
会
理
事

新
し
い
構
成
に
よ
り
議
会
が
ス
タ
ー
ト

仁
田  

昌
寿

水
道
・
交
通
委
員
会

大
都
市
行
財
政
制
度

特
別
委
員
会

〔
南
区
〕

■
横
浜
市
会
第
54
代
副
議
長

林文子市長に推薦状を手渡す公明党市議団


